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Ⅰ 研究目的 

中学校において，生徒の対人関係における問題が，学校不適応の大きな要因となっている。その

ため，互いを尊重し合いながら，自分の気持ちや考えを相手に伝えるための知識や技能，態度（ア

サーション）を身に付けることによって，対人関係における問題を予防することが大切である。 
しかし，生徒の実態を見ると，自分の気持ちや考えを主張することを抑えて他者に合わせてしま

ったり，相手の反応を考えずに自分を主張したりするために，生徒同士だけでは好ましい関係が育

ちにくい状況にある。また，学級活動の時間を中心に対人関係におけるスキル学習が行われている

ものの，学校生活の中で，定着を図るための意図的な働きかけが少ないために，スキルが十分に定

着しないという問題がある。 

このような状況を改善するには，学級活動の時間を中心にして，継続的な取組を意図した指導・

援助プランを作成し，生徒がアサーションを身に付けるための実践を積み重ねることが大切である。

また，実践にあたっては，体験的にアサーションを学ばせるためのモデルの役割を意図的に教師が

果たすなど，学校生活の中で生徒のアサーションの定着を図るための指導・援助の工夫が必要であ

る。 
そこで，本研究は，アサーションを中心とした指導・援助プランの作成，活用をとおし，中学校

における好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方について明らかにし，学校教育相談の充実

に役立てようというものである。 
 

Ⅱ 研究の方向性 

生徒の対人関係を育てる指導・援助において，以下のような工夫を取り入れた指導・援助プラン

を作成し，活用することによって，好ましい対人関係が育つであろう。 

１ 学級活動を中心とした継続的な指導・援助 

２ 学校生活の中での意図的な指導・援助 

 

Ⅲ 研究の内容と方法 

１ 研究の内容と方法 

(1) 好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方に関する基本構想の立案（文献法） 

(2) 基本構想に基づく実態調査及び調査結果の分析と考察（質問紙法) 

(3) 基本構想に基づく手だての試案の作成（文献法） 

(4) 指導・授業実践及び実践結果の分析と考察（指導・授業実践，質問紙法） 

(5) 好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方についてのまとめ 

２ 実践の対象 

八幡平市立松尾中学校 第２学年 ２学級 

 

Ⅳ 研究結果の分析と考察 

１ 好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方に関する基本構想 

(1) 好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方の基本的な考え方 

中学生は，その発達段階において，心理的離乳の時期を迎え，他者とのかかわりの中から自

己を確立していく時期である。しかし，自分の気持ちや考えを主張することを抑えて相手にあ

わせたり，自分の気持ちや考えを一方的に主張したりして，他者と上手にかかわることができ 
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ず，対人関係に不安を抱えている生徒が多く見られる。 

対人関係は，人と人との相互作用を基礎にして形成される心理的な結び付きとされている。大坊

（2003）は，「対人関係は，お互いのメッセージを適切に送る，受けることによって円滑に展開さ

れる」とし，また，津村（2004）は，対人関係を築く力として「自分の思いを伝えたり，メッセー

ジを受け取ったりする力，相手の気持ちを理解する力，意見を主張したり，譲歩したりしながらと

もに行動する力」をあげている。 

対人関係に不安を抱えている生徒の多くは，自分の言いたいことをうまく相手に伝えたり，相手

の気持ちを理解したりすることができず，安心感をもてないでいる。自分の気持ちや考えを伝えた

り，相手の気持ちや考えを受けとめたりするといった他者と上手にかかわるためのスキルを身に付

け，理解を深めていくことは，互いの関係を心地よいと感じることにつながり，対人関係における

問題を予防することができるものと考える。 

本研究では，好ましい対人関係を「互いに受け入れられていると感じ，安心感をもつことのでき

る関係」であると考える。このような関係を育てるには，相手の気持ちや考えを肯定的に理解し，

自分の気持ちや考えを適切な方法で表現することで，互いの気持ちや考えを受けとめたり，伝えた

りすることが繰り返し行われることが必要である。 

そこで，本研究における，好ましい対人関係の構成要素を「互いの気持ちや考えを受けとめ，伝

える力」ととらえる。【表１】 
生徒にとって，学級は学校生活を送

る上での基礎的な生活の場であり，学

級での生徒同士あるいは教師との関係

を基盤とし，相互に影響し合いながら

生活している。生徒同士あるいは教師との間に好ましい対人関係が育った状態では，生徒は積極的

な他者とのかかわりの中で学習活動や学校行事に取り組むことができる。したがって，学級におい

て，好ましい対人関係を育てることは，生徒の学級，学校生活の充実と向上を図る上でも必要であ

ると考える。 

(2) アサーションを中心とした指導・援助の基本的な考え方 

表現の仕方には，一方的に自分の気持ちや考えを伝えようとする攻撃的な表現，自分の気持ちや

考えを伝えない，伝えようとしない非主張的な表現，自分の気持ちや考えを相手に理解されるよう

に伝えようとする主張的な表現の大きく３つのタイプがあるとされている。 

好ましい対人関係を育てるためには，互いの気持ちや考えを受けとめたり，伝えたりすることが

繰り返されることが大切であることから，攻撃的な表現や非主張的な表現ではなく，主張的な表現

がなされることが必要であると考える。 

アサーションとは，「自分の気持ちや考え，信念などが正直に，率直に，その場で表現され，相

手も同じように発言することを奨励すること」「自分も相手も大切にした自己表現」(平木,1993)

とされる主張的な表現のスキルである。自分の気持ちや考えを抑えて相手にあわせたり，一方的に

主張したりしてしまう生徒が，相手の気持ちや考えも大切にしながら，自分の気持ちや考えを伝え

ることができる適切な表現の方法を習得することで，他者とのかかわりを上手にもつことができる

ようになるものと考える。 

本研究では，好ましい対人関係を育てるために，アサーションを中心としたスキルとして，受容

的な聴き方と主張的な表現の定着を図るものとする。 

【表１】好ましい対人関係の構成要素 

構成要素 意味 

受けとめる力 相手の気持ちや考えを肯定的に理解する 

伝える力 自分の気持ちや考えを適切な方法で表現する 
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受容的な聴き方とは，「うなずきながら聴く」「あいづちをうつ」「言葉を繰り返す」「相手の方を

見る」といった聴き方ができることである。受容的な聴き方をすることは，相手の気持ちや考えを

理解しようとしているというメッセージを非言語的表現によって相手に伝えることである。 

主張的な表現として，「わたしメッセージ」を使った話し方の指導・援助を行う。「わたしメッセ

ージ」とは，「自分（わたし）」を主語にした話し方で，「あなた」を主語にした「あなたメッセー

ジ」に比べて，相手に非難や否定の感情を抱かせることなく，自分の気持ちや考えを伝えることが

できるとされている。「わたしメッセージ」を使った話し方をすることで，自分の気持ちや考えを

適切に表現することができるようになり，他者と上手にかかわることができるようになるものと考

える。 

以上のことから，好ましい対人関係を育てる指導・援助において，アサーションを中心としたス

キルを【表２】のように考える。これらのスキルの定着が図られることにより，互いの気持ちや考

えを受けとめ，伝える力

が高まると考える。スキ

ルの定着とは，学習した

スキルが日常生活の中

で行われることであり，

スキルが理解され，スキ

ルを使ってみようという

意識が高まることで，スキルを使った行動が行われることである。 

また，指導・援助の手だての構想にあたり，実態調査を行い，生徒の受容的な聴き方と主張的な

表現の実態を把握するものとする。 

(3) 指導・援助プランの基本的な考え方 

ア 指導・援助プランを作成し，活用する意義 

指導・援助プランとは，中学校において好ましい対人関係を育てるために，学級活動の時間を

中心とした継続的な指導・援助と学校生活の中での意図的な指導・援助を位置付け，そのねらい

や内容，方法を示したものである。 

中学校において，スキル学習が行われる場合，学級活動の時間が使われることが多い。しかし，

学級活動の時間以外の場面で，学んだスキルを練習する機会を継続して設けたり，スキルを用い

た行動が見られたときに適切に評価を行ったりといった意図的な働きかけがなされないために，

スキルの理解は図られるものの，十分な定着が図られない現状にある。 

そこで，指導・援助プランを作成し，ねらいや内容，方法を明確にし，教師間で共有すること

で，スキルを使うことに対する意識を高めたり，行動へつなげていったりするための継続的，意

図的指導・援助を行うことが，スキルの定着を図る上で必要であるものと考える。 

イ 「学級活動を中心とした継続的な指導・援助」について 

学級活動を中心とした継続的な指導・援助では，スキルの理解を図る段階と学習したスキルを

練習することによってスキルの意識化を図る段階による指導・援助を行う。 

スキルの理解を図る段階では，スキルの意義や特徴，スキルを使った表現を理解させることを

ねらいとした指導・援助を行う。中学生は，スキルを学習することへの動機付けを図ることが難

しい年代であるとされており，また，聴き方や話し方について，改めて学習することに抵抗を感

じる生徒は多いと考えられる。そこで，スキルの理解を図る段階の指導・援助を行うにあたって

【表２】アサーションを中心としたスキルの内容 

スキル 内容 

受容的な聴き方 ・うなずきやあいづち，繰り返し，相手の方を見て聴くな

どの受容的な話の聴き方 

・攻撃的・非主張的・主張的な話し方の違いや特徴 

・主張的な話し方の理解 
主張的な表現 

・わたしメッセージを使った話し方 

・日常的な場面や問題解決場面での主張的な話し方 
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は，モデルを見せたり，ロールプレイをとおした体験をさせたりしながら，スキルの意義や特徴，

スキルを使った表現について，自分の聴き方や話し方と比較させながら見直す機会とする。 

スキルの意識化を図る段階の指導・援助では，スキルを使ってみようという気持ちを高めるこ

とをねらいとした指導・援助を行う。指導・援助にあたっては，生徒同士でかかわる場面のシナ

リオを用いた練習をすることで，生徒のスキルを使ってみようという気持ちを高めたいと考える。

スキルの意識化を図る段階の指導・援助は，授業や清掃，部活動など様々な時間で行うことがで

きるものと考えるが，本研究では，学級活動で学習したスキルを，継続的に指導・援助すること

から，短学活の時間において行うものとする。 

ウ 「学校生活の中での意図的な指導・援助」について 

学校生活の中での意図的な指導・援助は，スキルの行動化を図る段階として，スキルを使った

行動をうながす働きかけを行う。行動化とは，生徒が学んだスキルを様々な場面で使うことであ

る。スキルを使った行動をうながす働きかけとして，教師がモデリングやフィードバックを行う

ものとする。 

モデリングとは，教師がスキルを使った行動を見せることである。スキルの定着が図られてい

ない段階では，生徒はスキルの意義や特徴，スキルを使った表現の大切さはわかっていても，適

切に表現できていないことが多い。そこで，教師がスキルを使った行動を示すことにより，生徒

に「ああいうふうにやればいいんだ」と感じさせ，体験的な理解を図ることで，スキルを使った

行動がうながされるものと考える。フィードバックとは，生徒がスキルを使った話し方や聴き方

を行ったことに対して，ほめたり認めたりするといった評価を行うことである。生徒がスキルを

使った行動をしたときに，肯定的な評価がされることにより，自分の行動が適切であることを確

認でき，「できる」「またやろう」という意欲を高めることにつながるものと考える。 

本研究では，行動をうながす働きかけを次のように進めるものとする。「受容的な聴き方」「主

張的な表現」の理解を図るために指導・援助プランや活動展開案を基に教師が活動のリハーサル

を行う。また，働きかけの内容や方法を教師間で確認し，モデリングやフィードバックを行う場

面と「わたしメッセージ」によるセリフを構想する。 

学校生活の中での意図的な指導・援助は，学級活動の時間に比べ，指導・援助のための時間や

場所が明確ではなく，計画的に行いにくいものである。しかし，指導・援助プランをもとに，生

徒にかかわる教師が同じねらいや内容，方法で指導・援助を行うことによって，教師の生徒への

かかわり方を共有することができるようになるものと考える。また，全体への指導・援助ばかり

ではなく，生徒一人一人の実態や具体的場面に応じた指導・援助を行うことができ，スキルを使

うことに対する生徒の意識をより高め，行動をうながすことにつながるものと考える。 

(4) 中学校における好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方の基本構想図 

これまで述べてきたことを基に，中学校における好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方

の基本構想図を【図１】のように示す。 
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　受け入れられていると感じることができ，安心して生活することができる

 好ましい対人関係が育った生徒

肯定的な理解

適切な方法の
　　表現

伝える力

生徒の実態

・主張することを抑えて他者に合わせてしまう生徒
・相手の反応を考えずに主張したりする生徒

対人関係に不安を抱えている

指導・援助の実態

・上手にかかわるためのスキルを練習する機会を設
　けたり，評価を行ったりといった取組がされない

十分な定着が図られない

受容的な聴き方
　○うなずきやあいづち，
　　繰り返し，相手の方を
　　見て聴くなどの受容的
　　な話の聴き方

主張的な表現
　○主張的な話し方
　○わたしメッセージを　
　　使った話し方

受けとめる力

学
級
活
動
を
中
心
と
し
た

　
　
　
継
続
的
な
指
導
・
援
助

スキルの理解を図る段階

◎スキルの意義や特徴，ス
　キルを使った表現を理解
　させる

スキルの意識化を図る段階

◎スキルを使うことに対す
　る意識を高める

スキルの行動化を図る段階

◎モデリングやフィードバ
　ックを行うことにより，
　スキルを使った行動をう　
　ながす

 アサーションを中心とした
指導・援助プラン

学
校
生
活
の
中
で
の

意
図
的
な
指
導
・
援
助

好ましい対人関係の
構成要素

指導・援助のねらいや内容，方法の明確化と共有

 

【図１】中学校における好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方の基本構想図 

２ 基本構想に基づく実態調査及び調査結果の分析と考察 

(1) 実態調査の方法 

ア 対象 八幡平市立松尾中学校第２学年60名（男子35名，女子25名） 

イ 期間 平成20年７月10日 

ウ 調査内容 

調査にあたっては，中学生のアサーション尺度（塩見ら，2003）を参考に，生徒の自己表現

に関する調査用紙【表３】を作成する。また，補助資料として，Q-U（QUESTIONNAIRE-UTILITIES）

テストを行い，集団の状態を把握するための資料とする。 
【表３】生徒の自己表現に関する調査用紙の項目 

調査の観点 設問番号 設問内容 

１ わたしは，自分の気持ちや考えを言葉にすることができる 

２ わたしは，自分の意見をはっきり言うことができる 

３ わたしは，班で係を決める時は，希望があれば，自分からすすんで言う 

４ わたしは，みんなと意見が違っても，反対ならば，そのことを言う 

自分の気持ちや考えを伝える

こと 

 
５ わたしは，誰かにしてほしいことがあったら，それを頼むことができる 

６ わたしは，話を聴くときに相手のほうを見て聴く 

７ わたしは，話を聴くとき，その話にあった表情で聴く 

８ わたしは，話を聴くときにうなずいたり，あいづちをうったりしながら聴く 

９ わたしは，相手の話を最後まで聴いている 

相手の気持ちや考えを受けと

めること 

10 わたしは，相手の話していることがよくわからない時には聴く 
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11 友だちに「遊ぼう」とさそわれても，したいことがあったら，わたしは， 
（理由も言わずに一方的に断るほうだ 理由を話して断るほうだ 断れないほうだ） 

12 友だちとの会話をやめたいときに，わたしは， 
（一方的に会話をやめるほうだ  理由を話してやめるほうだ  やめられないほうだ） 

13 忙しいときは用事を頼まれても，わたしは， 
（理由も言わずに一方的に断るほうだ  理由を話して断るほうだ  断れないほうだ） 

14 友だちに助けを求められても，ことわることが必要なとき，わたしは 
（理由も言わずに一方的に断るほうだ  理由を話して断るほうだ  断れないほうだ） 

15 
いやなことをされたとき，わたしは， 
（やめろと怒ったような言い方をするほうだ  やめてほしいと自分の気持ちをきちんと

伝えるほうだ  我慢するほうだ） 

16 
いやなことを言われたとき，わたしは， 
（うるさいと怒ったような言い方をするほうだ やめてほしいと自分の気持ちをきちんと

伝えるほうだ  我慢するほうだ） 

主張的な表現 

17 
人のやっていることを迷惑に感じるとき，わたしは， 
（やめろと怒ったような言い方をするほうだ やめてほしいと自分の気持ちをきちんと伝

えるほうだ  我慢するほうだ） 

(2) 実態調査の結果及び分析と考察 

ア 「生徒の自己表現に関する調査」に基づく実態調査の結果及び分析と考察 

 (ｱ) 自分の気持ちや考えを伝えることに関

する実態 

【図２】「伝えること」について，「あ

てはまる」「ややあてはまる」を合わせ

た肯定的な回答が，「自分の意見をはっ

きり言うことができる」では61.1％，「班

で係を決める時は，希望があれば進んで

言う」では61.1％，「みんなと意見が違

っていても，反対ならばそのことを言う」

では40.8％となっている。 

特に，「みんなと意見が違っても，反

対ならば，そのことを言う」は肯定的な

回答が著しく低いことから，意見の対立

が起きる場面では，自分の気持ちや考え

を主張せず，自分を抑えて相手にあわせ

てしまう生徒が多いことがわかる。 

 (ｲ) 相手の気持ちや考えを受けとめること

に関する実態 

【図３】「受けとめること」について，

「話を聴く時に相手の方を見て聴く」は

肯定的な回答が83.3％となっているが，

「話を聴く時にうなずいたり，あいづち

をうったりしながら聴く」は64.8％と低

くなっている。話す人の方を向くという

話の聴き方は，ある程度定着しているが，

「うなずき」や「あいづち」といったス

キルは，定着が不十分な生徒が多いと考

えられる。 

自分の気持ちや考えを言葉にすることができる

31.5 40.7 22.2 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
自分の意見をはっきり言うことができる

33.3 27.827.8 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
班で係を決める時は，希望があれば自分からすすんで言う

24.1 37 33.3 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
みんなと意見が違っても，反対ならばそのことを言う

13 27.8 38.9 20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
誰かにしてほしいことがあったらそれを頼むことができる

40.7 42.6 11.1 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
■あてはまる ■ややあてはまる 

■あまりあてはまらない ■あてはまらない  N=54 
【図２】伝えること 

話を聴くときに相手のほうを見て聴く

33.3 50 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
話を聴くとき，その話にあった表情で聴く

33.3 44.4 20.4 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
話を聴くときにうなずいたりあいづちを打ったりしながら

聴く

33.3 31.5 27.8 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
相手の話を最後まで聴いている

37 40.7 20.4 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
相手の話していることがよくわからない時には聴く

38.9 37 18.5 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
■あてはまる ■ややあてはまる 

■あまりあてはまらない ■あてはまらない  N=54 
【図３】受けとめること 
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相手の話をうなずいたりあいづちをうったりしながら聴くことで，相手が自分の気持ちや

考えをより積極的に理解しようとしていると感じることができる。つまり，受容的な聴き方

をすることで，互いの受けとめられているという気持ちを高めていくことにつながるものと

考える。そこで，活動にあたっては，うなずいたりあいづちをうったりしながら聴くという

ことの大切さに触れながら，受容的な聴き方の定着を図る指導・援助を行う必要があると考

える。 
 (ｳ) 主張的な表現に関する実態 

【図４】「主張的な表現」ついて，「助け

を求められても断ることが必要な時」と

いった断る場面で非主張的な話し方をす

ると回答した生徒が多く見られた。しか

し，「いやなことをされたとき」や「人の

やっていることを迷惑に感じるとき」と

いった不快な感情を伝える場面では攻撃

的な話し方をするとした生徒が42.6％，

31.5％と多く見られるようになっている。

他者との関係を保つために気持ちや考え

を抑えてしまいがちである一方，場面に

よっては，一方的に自分の気持ちや考え

を表現してしまう生徒の様子がうかがわ

れる。 

主張的な話し方ができるようになるこ

とで，互いの関係を損ねることなく，自

分の気持ちや考えを伝えることができる

ようになることに気付かせることが大切であると考える。 

イ 「Q-U テスト」に基づく実態調査の結果及び分析と考察 

学級満足度尺度の調査結果を全国平均出現率と比較してみると，満足群26人（学年48.1％，

全国35％），非承認群14人（学年25.9％，全国15％），侵害行為認知群２人（学年3.7％，全国17％），

不満足群12人（学年22.2％，全国33％）と満足群に属する生徒の割合が全国平均出現率を上回

っている。しかし，非承認群に属する生徒の割合が全国平均出現率を大きく上回っており，被

承認群優位の傾向が見られる。 

非承認群の生徒の特徴として，「学級内で認められることが少ない」「自己表現の仕方がわか

らない生徒」などがあげられる。学級にはルールが確立されており，生活にある程度満足して

いるが，他者と上手にかかわることができず，自分が学級集団の一員として周囲から受け入れ

られているという実感をもてないでいる生徒がいると考えられる。そこで，互いの気持ちや考

えを伝えたり，受けとめたりする活動を継続的に行うことで，生徒の受け入れられているとい

う気持ちを高めていくことが，非承認群の生徒に対する指導・援助につながるものと考える。 

３ 基本構想に基づく手だての試案 

(1) 好ましい人間関係を育てる指導・援助の手だての試案 

  基本構想及び実態調査の結果を基に，好ましい人間関係を育てる指導・援助の手だての試案と 

友だちに「遊ぼう」とさそわれても，したいことがあったら

1.9 83.3 14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
友だちとの会話をやめたいときに

1.9 35.262.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
忙しいときは用事を頼まれても

7.4 75.9 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
友だちに助けを求められても，ことわることが必要なとき

1.9 50 48.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
いやなことをされたとき

42.6 38.9 18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
いやなことを言われたとき

24.1 46.3 29.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
人のやっていることを迷惑に感じるとき

31.5 48.1 20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%  
■攻撃的な話し方 ■主張的な話し方 

■非主張的な話し方            N=54 
【図４】主張的な表現  
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して，アサーションを中心とした指導・援助プランを【表４】のようにまとめた。 

【表４】アサーションを中心とした指導・援助プラン 

段階 活動の内容 指導・援助の手だて 指導・援助の留意点 

◎スキル学習をとおして，スキルの意義や特徴，スキルを使った表現方法などスキルの理解を図る 

受
容
的
な
聴
き
方 

活動名 「上手な聴き方」 

活動のねらい 

・互いの話を聴きあう活動をとおして，うな 

ずきやあいづち，繰り返し，相手の方を見 

て聴くなどの受容的な話の聴き方について 

知る ス
キ
ル
の
理
解 主

張
的
な
表
現 

活動名 「３つの話し方」，「さわやかな話し方」 

活動のねらい 

・攻撃的・非主張的・主張的な話し方の特徴 

や違いを理解し，互いの関係を保ちながら 

自分の気持ちや考えを伝えるための手だて 

として，主張的な話し方があることを知る 

・主張的な表現のひとつとして，わたしメッ 

 セージがあることを知り，わたしメッセー 

 ジを使った話し方について知る 

１ スキルのねらいや意義

を理解させ，動機付けを

図る 

 

 

２ モデルを見て，スキル

の理解を図る 

 

 

３ ロールプレイをとおし

て体験させる 

 

４ 振り返りをさせる 

・活動のながれや注意事項につ 

 いて確認し，活動の見通しを 

 もたせる 

・学習するスキルの意義や設定 

 場面について確認する 

・モデルを観察する際の視点を 

 示し，モデルを見て，感じた 

 こと，考えたことについてま 

 とめさせる 

・自分の聴き方や話し方と比較 

させるとともに，生徒の実態 

に応じて援助を行う 

・感じたこと，考えたことにつ 

いて，振り返りをする 

・肯定的な評価によって，意欲 

 付けが図られるようにする 

◎スキルを繰り返し練習することによって，スキルに対する意識を高める 

受
容
的
な
聴
き
方 

活動名 「聴き方上手になろう」 

活動のねらい 

・互いの気持ちや考えを伝えあう活動をとお 

して，上手な聴き方のスキルを練習し，ス 

キルの定着を図る 

・互いの気持ちや考えを交流することにより， 

 互いを受容する態度を育てる 

学
級
活
動
を
中
心
と
し
た
継
続
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
意
識
化 主

張
的
な
表
現 

活動名 「わたしメッセージで話そう」 

活動のねらい 

・いろいろな場面での主張的な話し方を考え 

て，練習する活動をとおし，主張的な表現 

の定着を図る 

・互いの気持ちや考えを交流することにより， 

 自分の気持ちや考えを伝えようとする態度 

 を育てる 

１ 学習したスキルの特徴

を想起させる 

 

２ スキルを用いて，様々

な場面でのロールプレイ

をさせる 

 

３ 振り返りをさせる 

・前時の学習を想起し，スキル 

 とねらいを確認する 

 

・表現の仕方は一つではないこ

とを確認する 

・攻撃的な表現や非主張的な表 

現の生徒に対し，援助を行う 

・感じたこと，考えたことにつ 

 いて，振り返りを行う 

・肯定的な評価によって，意欲 

 付けが図られるようにする 

◎生徒の実態や場面に応じて，教師がモデリングやフィードバックを行うことにより，スキルを使った

行動をうながす 

受
容
的
な
聴
き
方 

・話し手を見る，うなずきやあいづちをうつ 

 といった非言語的な態度や相手の言葉を繰 

り返すといったことを適切に行うことで， 

より受容感が高まることに気付かせる 

・受容的な態度で聴いてもらうことが，話し 

 手の快の感情につながることを伝える 

学
校
生
活
の
中
で
の 

意
図
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
行
動
化 主

張
的
な
表
現 

・わたしメッセージを使った話し方をするこ 

とで，相手の気持ちや考えも大切にした表 

現ができるようになることに気付かせる 

・主張的な話し方をすることによって，自分 

の気持ちや考えがより相手に伝わりやすく 

なることに気付かせる 

○ スキルを使ったモデル

を示す（モデリング） 

 

○ スキルを使った行動に

評価を与える（フィード

バック） 

・視線や表情，声の大きさとい 

 った非言語的表現に注意する 

・生徒の実態や場面に応じ，モ 

デリングやフィードバックを 

与える 

 (2) 検証計画  

中学校における好ましい対人関係を育てるための指導・援助の在り方の手だての試案の有効性

について，【表５】の検証計画に基づいて検証する。 

【表５】検証計画の内容と方法 

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法 

受けとめる力 
相手の気持ちや考えを

肯定的に理解する 好ましい人間関

係の変容の状況 
伝える力 

自分の気持ちや考えを

適切な方法で表現する 

・事前と事後の質問紙

による調査 

・ワークシートへの振

り返りの記述 

・事前と事後の自己表現に

関する調査結果の比較及

びワークシートへの振り

返りの記述から生徒の変

容について考察をする 

４ 指導・授業実践及び実践結果の分析と考察 
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(1) 指導・授業実践の概要 

ア 対  象 八幡平市立松尾中学校第２学年 ２クラス（男子35名 女子25名 計60名） 

イ 実践期間 平成20年８月28日（木）～９月26日（金） 

(2) アサーションを中心とした指導・援助プランに基づく活動の記録 

ねらいとするスキル 受容的な聴き方 

１ 活動名 「上手な聴き方」 

２ 活動のねらい 

・互いの話を聴きあう活動をとおして，うなずきやあいづち，繰り返し，相手の方を見て聴くなどの受容

的な話の聴き方について知る 

３ 日時 平成20年８月26日（火）３校時，４校時 
段階 学習活動 ○教師の働きかけ ◇生徒の反応 ・生徒の様子 

１ スキルのねらいや意義を理解させ，動機付け

を図る 

 

 

 

 

 

 

 

２ モデルを見て，スキルの理解を図る 

 

 

 

・「上手な聴き方」「かかわりのない聴き方」の

モデリングをする 
 

 

 

３ ロールプレイをとおして体験させる 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りをさせる 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
級
活
動
を
中
心
と
し
た
継
続
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
理
解 

【生徒の振り返りから】 

上 手 な 聴 き 方 の ポ イ ン ト が わ か り ま し た か

6 2 . 3 3 7 . 7 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

よ く わ か っ た わ か っ た あ ま り わ か ら な か っ た わ か ら な か っ た
N=53 

○一生懸命聴いてもらえると気持ちがいい。一生懸命話す気になる 

○上手な聴き方をしてもらえると，話す方も楽しくなるし，話しやすい 

○目を見て聴いてもらうと安心感があった。話を聴いてもらえないとさびしかった。やめたいと思

った 

○上手に話を聴くことは，相手の話を正しく理

解するだけではなく，お互いの関係をよいも

のにします。今日は，自分の気持ちや考えを

相手にわかってもらえることの心地よさを味

わい，「上手な聴き方」のコツについて考え

てもらいたいと思います。 

○２つの聴き方のモデルを比べながら，「上手な

聴き方」のポイントを見つけましょう。 

○相手が「話してよかった」と感じるような上

手な聴き方のポイントは何でしょう。 

○２つの聴き方をやってもらいます。最初は，

「上手な聴き方」です。聴き手は，上手な聴

き方のポイントを意識しながら，聴いてくだ

さい。 

 

○二つの聴き方をしてもらって，どんなことを

感じたか発表しましょう。 

◇相手の話していることにうなずきながら聴く 
◇具体的に聴く 
◇あいづちをうちながら（聴く） 
◇相手の方を向く 
◇相手の目を見て（聴く） 
◇笑顔で（聴く） 

・全員が発言する生徒の方を見る 
◇うなずいてもらっていると聴いてくれてい

るんだという気になる 
◇上手な聴き方の時は楽しかったし，話して

いて安心できた。下手な時は話したくなく

なるし，どうしていいかわからなくて不安

になりました 
◇上手な聴き方の時は，安心感がありました。

聴いてもらえないとさびしかった。話すの

をやめたくなりました 
◇上手な聴き方の方はもっと話したくなるけ

れど，そうでない方は，聴きたくないのだ

ったらしゃべらないと思いました 

○次に「かかわりのない聴き方」です。 

・15秒ほどで，終わる生徒が出る 

・30秒を過ぎるとほとんどの生徒が話を終え

る 
◇なんとなく，いやな雰囲気 
◇かかわりのない聴き方っていうよりも，聴

いていない感じがする 
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１ 活動名 「聴き方上手になろう」 

２ 活動のねらい 

・互いの気持ちや考えを伝え合う活動をとおして上手な聴き方のスキルを繰り返し練習することによっ

て，スキルの定着を図る 

・互いの気持ちや考えを交流することにより，互いを受容する態度を育てる 

３ 日時 平成20年８月28日（火）～９月１日（月）帰りの会 
段階 学習活動 ○教師の働きかけ ◇生徒の反応 ・生徒の様子 

１ 学習したスキルの特徴を想起させる 

 

 

 

 

 

 

２ スキルを用いてロールプレイをさせる 

 

 

 

 

 

３ 振り返りをさせる 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

学
級
活
動
を
中
心
と
し
た
継
続
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
意
識
化 

 

【生徒の振り返りから】 

○今までやってきて，きっと前より聴き方上手になれたと思う。最後まで話を聴くようになった 

○聴き方上手というのは基本的なことだけれど，とても大切だと思いました。いろいろな場面で実

行していきたいと思います 

○学習する前より，聴き方がよくなった。人の話をしっかり聴けるようになった 

○自分の話の聴き方について改めて確かめることができたのでよかった 

 

場面 行動をうながす働きかけ（Ｔ：教師，Ｓ：生徒） 
モデリング：    フィードバック：   

Ｔ：いいねぇ。その聴き方，いいよねぇ。 

Ｓ：えーっ，誰の？ 

Ｔ：○○君の聴き方がよかったよ。 
帰りの会で，係の生

徒の話を聴いていた

生徒に対する指導の

場面 Ｔ：（連絡を）伝える時に聴いていないと悲しい気持ちになります。教科リーダー

の人は特にそうじゃないですか？連絡しているのに，ごちゃごちゃして，聴い

てくれてるのかなぁって心配になります。 

学
校
生
活
の
中
で
の
意
図
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
行
動
化 

帰りの会で，教師の

話を聴いていた生徒

に対する指導の場面 

Ｔ：（先生の方を）見てくれていると，話を聴いているなぁという感じがして，安

心します。 

Ｓ：へー！ 

Ｔ：（先生の方を）見てくれていると，すぐ話をはじめられますよね。見ていない

と，いつまでも話をはじめられないので，心配なんですよ。本当に話を聴いて

いるのかなぁと心配です。見ていてくれると，準備ができているなぁとわかっ

てうれしいです。 

Ｓ：そうなんですか？ 

Ｔ：(うなずき)うん，本当だよ。話を聴いていないとあいづちできないでしょ？ち

ゃんと聴いていた証拠だよね。すばらしいよ。 

  

○前回は，自分の気持ちや考えを上手に聴いて

もらうことの心地よさを感じてもらうという

活動をしました。上手な聴き方のポイントに

は，どんなものがあったでしょうか？ 

○聴き方上手になるためのめあてをたてます。

今日，特に意識する聴き方のポイントは何で

しょう。 

○話し手の人が「話してよかった」と感じられ

るような上手な聴き方ができたでしょうか。 

○ペアの人のアドバイスを参考にしながら，自

分の聴き方を振り返ってみましょう。 

◇うなずきながら，最後まで聴いていたの

でよかった 

◇俺，（聴き方が）うまいなぁ 

 

・向かい合って，話をはじめる 

・聴き手が言葉の繰り返すのを聴いて笑顔

になる 

◇相手を見る 

◇あいづち 

◇うなずく 

◇繰り返す 

◇最後まで聴く 
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ねらいとするスキル 主張的な表現 

１ 活動名 「３つの話し方」 

２ 活動のねらい 

・攻撃的・非主張的・主張的な話し方の特徴や違いを理解し，互いの関係を保ちながら，自分の気持ち

や考えを伝えるための手だてとして，主張的な表現があることを知る 

３ 日時 平成20年９月４日(木)３校時，４校時 

段階 学習活動 ○教師の働きかけ ◇生徒の反応 ・生徒の様子 
１ スキルのねらいや意義を理解させ，動機付

けを図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ モデルを見て，スキルの理解を図る 

 

 

 

 

 

 

・「攻撃的な話し方」「非主張的な話し方」「主

張的な話し方」のモデリングをする 

 

 

 

 

３ ロールプレイをとおして体験させる 

 

 

 

 

４ 振り返りをさせる 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
級
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を
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と
し
た
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続
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【生徒の振り返りから】 

３ つ の 話 し 方 の 特 徴 が わ か り ま し た か

6 2 3 6 2

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

よ く わ か っ た わ か っ た あ ま り わ か ら な か っ た わ か ら な か っ た
N=50 

○「おこった君」のように話すと，どうしても一方的になってしまう。聴いていてもあまり気分

がよくなかった 

○自分の気持ちと相手の気持ちを大切にすると気持ちがよくなる 

○実際にやってみると，相手が今までどう思っていたかがわかった。これからは，相手，自分の

気持ちを考えられるようになりたい 

 

○友だちと話をしていて，こんなこといった

ら嫌われてしまうかなと考えていいたいこ

とを我慢したり，反対に，相手の気持ちを

考えないで話して相手のことを傷つけてし

まったりという経験はありませんか。 

○今日の活動は「３つの話し方」です。話し

方にはどんなタイプがあるのか，話し方に

よって聴き手はどのように感じるのか，考

えてもらいたいと思います。 

○３つの話し方のモデルを見ながら，それぞれ

の話し方には，どんな特徴があるか，聴き手

はどんな気持ちになるか考えてみましょう。

また，話し方によって，聴き手は，どんな気

持ちになるかも考えてみましょう。 

○話し方の特徴や違いは何でしょうか。また，

聴き手はどんな感じがしたでしょうか。 

○シナリオにしたがって，３つの話し方をしま

す。それぞれの話し方で話してみてどのよう

に感じるか考えてみましょう。 

○３つの話し方をお互いにしたり，されたりし

てみて，どのように感じたでしょう。 

◇最初の人の話し方は，批判的な感じがする 

◇いばっている感じ 

◇一方的，自分勝手 

◇いやな気持ちがする 

◇はっきりしない，いじけている 

◇（聴き手は）何かいいたそうだけれどまあい

いかという感じ 

◇（話し手は）しゃべりたいのにしゃべれない

からいやな気持ち 

◇さわやかな感じ 

◇はきはきしている 

◇ある 

◇けんかした時 

◇自分は「おこった君」の話し方がいいけれど，聴く方は「さわた君」の話し方がいいと思う 

◇「おこった君」の話し方は，話していて楽しいけれど，聴いているととてもいやな気持ち。「い

じた君」の話し方はうじうじしていてあまり好きじゃない。はっきりしなくていやだ。「さわ

た君」は，怒らないから自分の意見を言いやすい 

◇聴いていて気持ちがいいのは「さわた君」，いやなのは「いじた君」と「おこった君」 
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１ 活動名 「さわやかな話し方～わたしメッセージ～」 

２ 活動のねらい 

 ・主張的な表現のひとつとして，わたしメッセージがあることを知り，わたしメッセージを使った話し

方について知る 

３ 日時 平成20年９月８日(月)３校時，４校時 
段階 学習活動 ○教師の働きかけ ◇生徒の反応 ・生徒の様子 

１ スキルのねらいや意義を理解させ，動機付

けを図る 

 

 

 

 

 

 

 

２ モデルを見て，スキルの理解を図る 

 

 

 

 

 

・攻撃的な話し方のモデリングを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ロールプレイをとおして体験させる 

 

 

 

 

 

４ 振り返りをさせる 
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【生徒の振り返りから】 

さ わ や か な 話 し 方 の コ ツ が わ か り ま し た か

5 9 . 2 3 8 . 8 2

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

よ く わ か っ た わ か っ た あ ま り わ か ら な か っ た わ か ら な か っ た
N=49 

 

○わたしメッセージで話すのは，ちょっと言いづらいけれど，普段の話し方と比べて，お互いに

いい気持ちになる 

○いつもの話し方で言うより，さわやかな話し方の方が聴いている方も気持ちいい。言っている

方も気持ちがいいのだなあと思いました 

○言い方が少し違っただけで，相手の気持ちも変わってくるということがわかった。いつもの話

し方と違うけれど，「さわた」の話し方もやってみたい 
 

 

○今日の活動は，「さわやかな話し方」です。

自分の気持ちも相手の気持ちも大切にした話

し方をすることで，互いの気持ちや考えをき

ちんと相手に伝えることができ，お互いの関

係がスムーズになりやすくなります。 

○モデルを見てもらいます。こんな話し方をさ

れたならば，どんなふうに感じるか，どんな

話し方をすれば相手を傷つけないで，納得し

てくれるか考えてみましょう。 

○「あなたは～」という言い方をすると，聴

き手は，非難されたり，攻撃されたりして

いるように感じます。「わたしは～」という

ように「わたし」という言葉を主語にして，

自分の気持ちや考えを表現すると，相手を

非難するような言い方をせずに，自分の考

えを相手に伝えることができます。 

○シナリオを見ながら，「わたし」を主語にし

て，自分の気持ちや考えがきちんと相手に伝

わるようなセリフを考えてみましょう。 

○「わたしメッセージ」で話したり「わたしメ

ッセージ」を聴いたりしてみて，どんな感じ

がしたでしょうか。 

◇聴き手は，さわた君のように話されると聴き

やすいと思いました 

◇自分の意見も言えて，やさしく言えるとＤ君

は待つ気になれると思いました 

◇自分は，おこったように言ってしまうので，

考えていてもなかなか言えないのだなと思い

ました 

◇相手にわかってもらえるように伝えるのは大

変だと思った 

◇普段話す時も相手にわかってもらえるように

気を付けたいと思った 

◇いつもの話し方より，聴いている方も話して

いる方も気持ちいいと感じました 

◇もういいやって気持ちになって話しかけな

くなる 

◇なんとなくいやな気持ちになる 
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１ 活動名 「わたしメッセージで話そう」 

２ 活動のねらい 

 ・いろいろな場面での主張的な話し方を考えて，練習する活動をとおし，主張的な表現の定着を図る 

 ・互いの気持ちや考えを交流することにより，自分の気持ちや考えを伝えようとする態度を育てる 

３ 日時 平成20年９月９日（火）～９月10日（水）帰りの会 
段階 学習活動 ○教師の働きかけ ◇生徒の反応 ・生徒の様子 

１ 学習したスキルの特徴を想起させる 

 

 

 

 

２ スキルを用いてロールプレイをさせる 

 

 

 

 

 

３ 振り返りをさせる 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
級
活
動
を
中
心
と
し
た
継
続
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
意
識
化 

【生徒の振り返りから】 

○さわやかな話し方だと，より気分がよくなって話していて楽しかった。話し方によって気持ちが

変わってくるので，大切だと思った 

○こういう話し方をされると，好感をもてる。自分の考えを相手に上手に話せると，不快な気持ち

にさせないんだなと思った 

場面 
行動をうながす働きかけ（Ｔ：教師，Ｓ：生徒） 
モデリング：    フィードバック：   

Ｔ：（提出物を）出す時に出さないとか，やらなくても平気でいるということが

続くと，本当に大事なことをやらなければいけない時にできなくなるという

ことが，わたしはとても心配なんですよね。 朝の会で，提出物が出

されていないことへの

指導場面 Ｔ：（忘れ物をしたことを）朝，ちゃんと申し出てくれたので，代わりになるも

のを準備できました。何でもそうですが，失敗したとか，間違った時にすぐ

言ってくれると，代わりになるものを準備できるので，とても助かります。 

体験活動中の服装が

乱れていたことに関連

した指導場面 

Ｔ：「いいんだこれくらい」と言われたとしても，リーダーとして「ちゃんとや

ろう」っていってくれないのが，とても残念だと思ってるんです。 

Ｔ：○○さんは，どう思いましたか？ 

Ｓ：ちゃんとそこは言っておけばよかったと思いました。 
給食準備で，白衣を忘

れたために活動できな

い生徒への指導場面 

Ｔ：少ない人数で配膳している当番を見ていると辛いので，明日は忘れないでも

ってきてほしいんだ。 

Ｓ：（申し訳なさそうに）明日はもってきます。 

作品制作に取り組も

うとしない生徒に対し

ての指導場面 

Ｔ：文化祭に君の作品がないと困るので，今は作品づくりに集中して取り組んで

ほしいんだ。 

学
校
生
活
の
中
で
の
意
図
的
な
指
導
・
援
助 

ス
キ
ル
の
行
動
化 

クラブの下級生に注意

したいが，どのように

注意したらよいかとい

う相談に対しての指導

場面 

Ｔ：「○○しなさいよ」っていう言い方でなく，「○○しようよ」「○○したほうが

いいよ」という言い方をしてみれば？ 
Ｔ：二人でなんていえばいいかセリフを考えて，セリフのとおり話せばいいんじ

ゃない。 
Ｓ：そっかぁ。 

◇わたしはみんなに仲良くしてほしいと思うの 

◇わたしは困ってしまうの 

◇わたしはやめてほしいと思うの 

○自分の気持ちや考えを，相手を傷つけずに，

納得してもらえる話し方には，どんな話し方

があったでしょう。 

○シナリオ中の「あなた」だったら，どんな話

し方で，自分の気持ちを相手に伝えるでしょ

うか。相手に自分の気持ちが伝わるような話

し方を考えてみましょう。 

 

○お互いのセリフを聴いてみて，感じたことを

話し合いましょう。 

◇「わたし」を主語にした言い方 

◇自分だけでなく，相手も大切にした言い方 

◇わたしもＯＫ，あなたもＯＫ 

◇どういうふうに言えばいい？ 

◇こういうことよくあるんだけれど，うまく言

えないよね 

◇難しいよね 

◇「わかりました」という気持ち 

◇「うん，うん」という感じ 
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 (3) 実践結果の分析と考察 

ア 学級活動を中心とした継続的な指導・援助について 

 (ｱ) 伝える力の変容の状況 

【図５】「伝えること」について，事前調査では肯定的な回答が低い傾向を示していた「自

分の意見をはっきり言うことができる」「班で係を決めるときは，希望があれば自分から進ん

で言う」「みんなと意見が違っても，反対ならばそのことを言う」は，事後調査ではそれぞれ

肯定的な回答をした生徒が増加した。特に「みんなと意見が違っても，反対ならばそのこと

を言う」は，「あてはまる」と回答した生徒が19.8ポイント上がっている。「誰かにしてほし

いことがあったら，それを頼むことができる」については，「あてはまる」と回答した生徒が

9.3ポイント上がったものの，「ややあてはまる」まで含めた肯定的な回答は4.5ポイント下が

っている。 

【図６】「主張的な表現」について，「いやなことを言われたとき」の項目で攻撃的な話し

方が22.1ポイントの増加が見られるが，

全体的に実践前に比べて，主張的な話し

方が増加している。また，事前調査では

非主張的な話し方が多く見られた断る場

面において，主張的な話し方の割合が増

えている。 

活動中の生徒の反応には，自分の感情

を表現するときには攻撃的な話し方のほ

うが話しやすいというものや，わたしメ

ッセージによる話し方を「難しかった」

というものも見られ，主張的な表現の内

容や指導・援助の方法については今後も

検討が必要であるといえる。 

しかし，活動後の振り返りを見ると，

ほとんどの生徒が主張的な話し方の特徴

やコツを「よくわかった」「わかった」と

しており，活動をとおして互いの気持ち

や考えを伝えることの大切さや適切な方

法で表現するスキルの理解が図られたも

のと考えられる。 

また，「いつもの話し方と違うので，さ

わやかな話し方もやってみたい」「相手の

ことを考えて話したい」などの記述も見

られ，互いの気持ちや考えを伝える活動をとおして，自分の気持ちや考えを適切な方法で表

現しようという意欲が高まったものと考えられる。これらの結果と分析から伝える力の変容

が見られたと考える。 

(ｲ) 受けとめる力の変容の状況 

【図７】「受けとめること」について，「話を聴く時に相手のほうを見て聴く」は，肯定的 

自分の気持ちや考えを言葉にすることができる
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■あてはまる ■ややあてはまる      事前 N=54 
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【図５】伝えること  
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回答が事前調査より4.5ポイント下がっているものの，「あてはまる」と回答していた生徒の割合

が18.6ポイント上がっている。また，「話を聴く時にうなずいたり，あいづちをうったりしながら

聴く」は，活動前に比べて，14ポイント上が

ったほか，全体的に肯定的な回答が多くみら

れた。 

活動後の振り返りでは，全員が上手な聴き

方のポイントが「よくわかった」「わかった」

としている。また，「あいづちをうってもらう

と，話すのが楽しくなる」「うなずいたりして

もらった方が，しっかり聴いているというこ

とがわかる」「安心感があった」などの記述が

みられた。また，実践後の教師の感想にも「じ

っと聴くだけでなく，うなずきながら聴くよ

うになった」という記述したり実践中にも「話

す人の方を向いて聴くようになってきた」と

生徒の変容について述べたりしていた。 
互いの気持ちや考えを受けとめる活動をと

おし，生徒は気持ちや考えを受けとめること

の大切さを理解し，気持ちや考えを受けとめ

てもらうことが安心感につながることを実感

できたものと考える。また，自分の聴き方に

ついて改めて見直すことができたことで，聴

き方の変化につながったものと考える。これ

らの結果と分析から受けとめる力の変容が見

られたと考える。 

(ｳ) 「Q-Uテスト」の結果から 

満足群の生徒が26人(学年48.1％)から33人

（学年63.5％）へと増加した。また，非承認

群の生徒が14人（学年25.9％）から８人（学

年15.4％）へと減少し，全国平均出現率の15％

とほぼ等しくなっている。侵害行為認知群の

生徒は，２人（学年3.7％）から５人（学年

9.6％）と増加しているものの，不満足群の生徒は12人（学年22.2％）から６人（学年11.5％）へ

と減少している。尺度の分布の様子を見ると，全体的に承認得点が増加し，非承認群優位から学

級生活満足群優位へと変化が見られる。実践後の担任教師の感想には「以前はどこか刺々しいよ

うな雰囲気があったが，他者を受け入れる雰囲気も少しずつ見られるようになってきた」という

記述も見られ，気持ちや考えを受けとめたり，伝えたりする活動をとおして，互いに受けとめら

れているという意識が高まったものと考える。 

以上の(ｱ)～(ｳ)の結果から，学級を中心とした継続的な指導・援助は，スキルの理解やスキルを

使うことに対する意識を高めていく上で有効であるものと考える。 

友だちに「遊ぼう」とさそわれても，したいことがあったら
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■非主張的な話し方           事後 N=52 

【図６】主張的な表現 
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イ 学校生活の中での意図的な指導・援助につい

て 

学校生活の中での意図的な指導・援助として，

行動をうながす働きかけの実施後に，生徒の意

識調査を行った。【図８】は，アンケートの結果

を示したものである。 

「気持ちや考えを受けとめたり，伝えたりす

るのに聴き方や話し方が大切だということがわ

かりやすくなる」では，90.9％の生徒が肯定的

な回答をしている。また，「上手な聴き方やさわ

やかな話し方をした方がいいと感じたり，して

みようと思ったりする」では87.3％，「上手な聴

き方やさわやかな話し方をしやすくなる」は80％

の生徒が肯定的な回答をしている。 

自由記述の中には，「悪い時には怒った方がい

いと思った」「わざとらしい感じで変に聴こえた」

というものもあり，働きかけの場面や表現方法

に課題は残るものと思われる。しかし，「自分で

も上手な聴き方やさわやかな話し方をしようと思

った」「アドバイスされたように話せるように努

力しようと思う」「こうした方がいいんだと気付

くことができる」といった記述も見られ，教師

が意図的にモデリングやフィードバックをする

ことで，生徒は自分の聴き方や話し方を振り返

ることができ，スキルの大切さを体験的に理解

できたものと考える。 

また，教師が受容的な聴き方や主張的な話し

方をすることを「責められている感じがしない」

「とてもよい感じがした」「うれしかった」と感

じている生徒も見られ，教師の働きかけがスキ

ルの定着だけでなく，教師と生徒の関係にもよ

い影響を与えるものと考える。これらのことか

ら，教師がモデリングやフィードバックを行う

ことが，スキルを使った行動への意欲を高め，

行動をうながす働きかけとして有効であると考

える。 

ウ 教師の指導実践に対する意識について 

実践にあたった学級担任及び学年主任教師は，

生徒の変容や指導・援助の方法について【表６】

のように記述した。 
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【図７】受けとめること  

気持ちや考えを受けとめたり，伝えたりするのに聴き方や話し方が

大切だということがわかりやすくなる
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【図８】行動をうながす働きかけに対する生徒の意識  
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生徒の変容について，うなずきや聴く態度の変化，互いの話し方を指摘しあったり，言葉を

選んで話したりするという様子の変化から，生徒の聴き方や話し方に対する意識や行動が変容

してきていると感じている。また，学級内に他者を受け入れようという雰囲気が感じられるよ

うになるなど，対人関係が好ましいものに変容してきたと感じている。 

学級活動を中心とした継続的な指導・援助について，活動の内容や実施の時期，回数などの

課題をあげているが，スキルを定着させるために繰り返し練習することの必要性をあげており，

継続的な指導・援助が有効であると感じている。また，教師自身が生徒とのかかわりのなかで

スキルを使うことを難しいとしながらも，教師が行動をうながす働きかけをすることが生徒の

意識や行動の変容につながると感じており，学校全体で取り組むことによってより効果的にな

ると指摘している。 

【表６】指導実践後の教師の感想 

Ａ
教
師 

・他人の言葉に以前よりも耳を傾ける姿勢が見られるようになってきた 
・話し方については，以前よりも言葉を選んで話そうとする姿が見られるようになってきて

いる 
・全体的にどこか刺々しいような雰囲気があったが，他者を受け入れる雰囲気も少しずつ見

られるようになってきた 
Ｂ
教
師 

・聴き方については，以前より聴き方を意識するようになった生徒もいる 
・話し方では，生徒との会話の中に「おこった君の話し方だ」「いじた君だ」などという言

葉があった 

生徒の変容に

ついて 

Ｃ
教
師 

・教師の話をじっと聴くだけでなくうなずきながら聴く生徒が目立ってきた 

Ａ
教
師 

・スキル学習だけだとスキルを学んだだけで終わってしまい，生徒個々の自発的な実践は見

込めない。スキルを定着させるためには反復練習が必要であり，生徒も学習内容を思い出

しながら取り組んでいた 
・短学活の時間帯での練習は生徒の集中や意欲が低めの時もあり，練習が全て有意義に行わ

れたわけではないようである 

Ｂ
教
師 

・学習スキルは継続してやらないと忘れてしまうようだ。スキル学習にもいろいろなパター

ンがあって，ずっと継続して（月に２・３度など）練習する必要があると思う 
・学級全体としては，学習したばかりだと意識にあるので継続的な指導・援助は良かったと

思う 

学級活動を中

心とした継続

的な指導・援

助について 

Ｃ
教
師 

・意識化という点でとても有効だと思う。お互いの垣根が次第に取り除かれていくだろうと

いう期待がもてる取組だったと思う 

Ａ
教
師 

・普段の生活の中での自分の話の聴き方を意識するようになった生徒が見られた 
・朝や帰りの短学活で，話をする人へ顔を向けたり，うなずいたりする生徒も取組の最後の

方ではみられてきた 

Ｂ
教
師 

・定着させるために教師が働きかけるところがとても難しかった。これを言おうと決めてい

ても，わたしメッセージがあなたメッセージになってしまった 
・学習した聴き方をきちんと意識していた生徒がいましたし，聴き方が良くなった生徒もい

た 

学校生活の中

での意図的な

指導・援助に

ついて 

Ｃ
教
師 

・意図するような話し方を教師が自然とできるようになると，生徒同士だけでなく教室全体

がいい関係になっていくだろうと感じた 
・学校全体で意識的に取り組むと，より一層効果的なのだと思った 

５ 中学校における好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方に関する研究のまとめ 

手だての試案に基づく指導実践で，成果と課題として明らかになったのは以下のとおりである。 

(1) 成果 

ア 指導・援助プランを作成し，指導・援助のねらいや内容，方法を明確にすることで，見通し

をもって指導・援助を行うことができた。また，事前に指導・援助プラン，活動展開案を基に

活動のリハーサルを行ったことで，教師のスキルに対する共通理解を図ることができ，指導・

援助の充実を図ることができた。 

イ 学級活動を中心とした継続的な指導・援助において，モデルを見せたり，ロールプレイをし 
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たりすることで，生徒の聴き方や話し方の見直しが図られ，スキルの理解を深めることがで

きた。また，継続的に練習することで，「できるようになった」「やってみようと思う」とい

うスキルを使うことに対する意欲につながった。 

ウ 学校生活の中での意図的な指導・援助において，教師がモデリングやフィードバックを行

うことで生徒のスキルを使うことに対する意識が高まり，行動につながる効果が見られた。

実践にあたった教師からは「話している内容と表情があっていないので，気持ちが生徒に伝

わっていないかもしれない」「うまく『わたしメッセージ』で話せなかった」など，適切にモ

デリングやフィードバックを行うことができなかったという声が聞かれた。しかし，生徒は

教師の働きかけを肯定的にとらえており，教師が受容的な話の聴き方や主張的な話し方をす

ることで，自分が受けとめられていると感じたり，教師の話を受けとめられると感じたりし

ていた。教師が意図的にスキルを使って生徒とかかわることで，スキルの定着が図られるだ

けでなく，教師と生徒の関係も円滑になるものと考える。 

(2) 課題 

ア 活動内容の工夫を図るとともに，指導・援助を行う時期や期間について検討を加えながら，

指導・援助プランを更に充実させていく必要がある。 

イ 学校生活の中での意図的な指導・援助を充実させるために，教師の働きかけ方や学校全体

で取り組んでいくための手だてを検討，工夫していく必要がある。 

以上のことから，課題は残るものの，手だての試案としてのアサーションを中心とした指導・

援助プランは有効であり，好ましい人間関係を育てる指導・援助を行う上で効果があったと考

える。 

 

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 

１ 研究のまとめ 

本研究は，アサーションを中心とした指導・援助プランの作成，活用をとおし，中学校におけ

る好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方について明らかにし，学校教育相談の充実に役

立てようというものである。そのために中学校における好ましい対人関係を育てる指導・援助に

関する基本構想に基づき，手立ての試案として，アサーションを中心とした指導・援助プランを

作成し，指導実践をとおして手だての試案の有効性を検討してきた。その結果，成果として得ら

れたことは次のことである。 

(1) 好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方についての基本構想の立案 

中学校における好ましい対人関係とこれを育てることの意義に関する基本的な考え方に基づ

き，学級活動を中心とした継続的な指導・援助の段階と学校生活の中での意図的な指導・援助

の段階を位置付けた指導・援助プランを作成することができた。 

(2) 基本構想に基づく実態調査及び調査結果の分析と考察 

手だての試案及び指導・援助プランを作成するために，生徒の自己表現に関する調査項目を

作成し，実態調査を行った。実態調査の結果明らかになったことを，アサーションを中心とし

たスキルの手だての試案の作成に生かすことができた。 

(3) 基本構想に基づく手だての試案の作成 

基本構想及び実態調査の結果に基づき，アサーションを中心としたスキルの手だての試案を

作成することができた。 
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(4) 指導・授業実践及び実践結果の分析と考察 

アサーションを中心としたスキルの手だての試案に基づき，活動案を作成し，アサーションを

中心としたスキルの定着を図るための活動を行った。また，スキルを使った行動をうながすため

の教師の働きかけを行った。実践結果の分析と考察により，好ましい対人関係を育てる指導・援

助の手だての試案の効果を検証することができた。 

(5) 好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方に関する研究のまとめ 

中学校における好ましい対人関係を育てる指導・援助の在り方について，成果と課題を明らか

にすることができた。 

２ 今後の課題 

本研究を今後更に生かしていくための課題として次のようなことが考えられる。 

(1) 好ましい対人関係を育てる指導・援助を充実させていくために，教師のスキル向上や働きかけ

方について工夫していくこと。 

(2) 年間計画の中に，好ましい対人関係を育てるための指導・援助の場面を位置付けて，３年間を

通した指導・援助プランを作成していくこと。 

 

＜おわりに＞ 

長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の先生方と生徒のみなさん

に心から感謝申し上げ，結びの言葉といたします。 
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